
解 答
宗 唄 ウ 欝 イ

就 唄 イ 欝 エ 蔚 カ

州 唄 ８ 欝 オ 蔚 ウ

修 唄 キ

欝 ① ア ② ウ

愁 唄 エ

欝 オ

蔚 カ

鰻 1.76

姥 2.20

拾 唄 ウ 欝 ア 蔚 エ 鰻 オ

洲 唄 40

欝 30

蔚 16

鰻 20

姥 ５

解 説
就 蔚 示 準 化石は，その地層が堆積した時代を特定するため，短い期間に，広範囲に生息していたことが条件です。

し じゅん か せき たいせき こうはん い

州 唄 鉄球120ｇの体積が15安（(115－100)×１）なので，１安あたりの重さは８g/安（120÷15）となります。

修 欝 ① 消化の速さは変わらず，生成物量は半分になります。

② 消化の速さが２倍になり，生成物量は変わりません。

愁 蔚 加えた炭酸カルシウムの重さの合計量が４ｇを超えてから，炭酸カルシウム１ｇに対してビーカー全体の重さ
こ

が１ｇ増えていますから，ここで反応が終わったことがわかります。

鰻 炭酸カルシウムを１ｇから２ｇに増やしたとき，ビーカー全体の重さは0.56ｇ（100.56－100）増えています

から，このとき発生した気体は0.44ｇ（１－0.56）です。炭酸カルシウムを10ｇ入れても反応するのは４ｇまで

ですから，発生した気体の重さは1.76ｇ（0.44×４）です。

姥 反応する炭酸カルシウムは，５ｇ（４× × ）ですから，発生する気体の重さは，2.20ｇ（0.44×５）です。
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洲 唄 Ｘにかかる力は40ｇ（10＋30）です。ＸＹ＝15㎝のとき，Ｙは棒の中央ですから，Ｃの重さも40ｇです。

欝 Ａが10ｇ，Ｂ÷Ａ＝３（30÷10）のときのばねののびは図２より３㎝ですから，このときＸにかかる力は30ｇ

（10×３）です。したがって，Ｃの重さは30ｇです。

蔚 Ａ＝10ｇ，Ｂ÷Ａ＝４（40÷10）のときＸにかかる力は，図２より32ｇ（10×3.2）とわかります。Ｙから右
みぎ

端までの長さは20㎝（30－10）ですから，Ｃの重さは16ｇ（32×10÷20）です。
はし

鰻 Ａ＝５ｇ，Ｂ÷Ａ＝７（35÷５）です。このときかかる力は，Ａ＝10ｇ，Ｂ÷Ａ＝７のときの半分ですから，

17.5ｇ（10×3.5× ）です。ＸＹの長さを□とすると，□：（30－□）＝２：１（ ： ）となり，□＝20㎝１
２
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とわかります。

姥 Ｘにかかる力は18ｇ（27×(30－18)÷18）です。Ａ＝10ｇ，Ｂ÷Ａ＝９のとき，Ｘにかかる力は図２より36ｇ

（10×3.6）となるので，このときのＡの重さは５ｇ（10× ）です。18
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東邦大学付属東邦中学校（理科）平成２６年度 解答と解説


